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１．はじめに 

 本論では、特殊曝気ノズルの基本性能を確認するため、形状の異なるノズルを用いた性能実験の結果につ

いて報告する。実験の概要についてはその１（概要及び基本効果）を参照されたい。 

 

２．性能確認実験 

 図－１に示すように、特殊曝気ノズルはＶＯ

Ｃ汚染水を気液接触によって効率的に浄化させ

るための重要なものである。 

 本実験では、最適なノズル仕様を確認するた

め、通過流量の異なる特殊曝気ノズルを用いて

浄化実験を行いその結果の検証と比較を行った。 
 

２－１．特殊曝気ノズル 

 実験に用いた特殊曝気ノズルを表－１に、ま        

た外観を写真－１に示す。 

 ノズルはタイプＡとＢの２種類あり、タイプ       図－１ 性能確認実験モデル 

Ａは通過流量が約 5.5L/min であるのに対し、タイプＢは通過流量が約 55L/min とタイプＡの 10 倍程度の処

理能力がある。また、どちらも外周面に吸気孔が複数設けられており吸気量の調整が可能である。 
 

２－２．実験条件                     表－１ 特殊曝気ノズルの仕様 

 実験条件を表－２に示す。タイプＡを用いた実験

は、ノズルで曝気した場合としない場合とを行い基

本的なノズルの効果を確認する。曝気はバッチ式と

しデータ採取の頻度を多くすることで細かく濃度低下

の傾向を確認する。 

 一方、タイプＢは、大容量の処理を行う関係上、曝

気は連続式としデータ採取は処理前、処理後の２回と

とする。 

 また、どちらも吸気孔の開閉で空気の流入を変化さ

せ吸気量の違いが曝気効果にどの程度影響があるのか

を確認する。                        写真－１ 特殊曝気ノズル 

 実験に用いる原水（模擬汚染水）はトリクロロエチレンとする。原水濃度は 1.2mg/L を目安として作成し

たが、混合攪拌による均一化が難しいため、実際の原水濃度は各ケースで 0.8～1.8mg/L とばらついた。 

 キーワード：地下水汚染、浄化装置、VOC、特殊曝気ノズル、ノズル仕様、性能実験 
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Ａタイプ

吸気孔

Ｂタイプ

タイプ 寸    法 流量 吸気孔

Ａ φ27.2　65(b)×50(d)×120(h) 5.5L/min Max：4箇所

Ｂ φ42.7　70(b)×70(d)×140(h) 55L/min Max：8箇所
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２－３．実験結果                             表－２ 実験条件 

(1)タイプＡ 

 タイプＡにおける実験結果を図－２、３に示す。 

 ノズルを通過させない場合より、ノズルを通して曝気させた方が極めて

曝気効果が高くその差は顕著であった。どのケースも 4 回の曝気で除去率

は 97％を超えることが確認できた。 

 吸気孔数の違いによる曝気効果への影響を 4 回目のデータで比較したが

孔数の違いによる

除去率の差は見ら

れなかった。 

(2)タイプＢ 

 タイプＢは循環

による連続曝気の

ため、曝気槽に貯

流した原水量を通      図－２ タイプＡ 除去率      図－３ タイプＡ 濃度低下の推移 

過流量で除して単位回数相当

（バッチ式とデータを対比す

るため）の処理時間を設定し

た。今回は各ケースとも原水

量：約 200L、流量：約 55L/min

であったことからバッチ式の

１回に相当する循環時間は約

3.5 分であった。         図－４ タイプＢ 除去率    図－５ タイプＢ 濃度低下の推移 

 (1)と同様にタイプＢの実験結果を図－４、５に示す。 

 結果は、曝気回数４回に相当する時間を循環したところ、原水濃度は 90%まで低下しタイプＡと同様の傾

向を示した。タイプＢにおいても空気孔数を変えて除去率を比較したが、タイプＡ同様に今回の実験条件下

では、孔数の違いによる差は見られなかった。 

 さらに、タイプＢでは曝気時間を延長してデータ分析を行った。どのケースも曝気開始から 14 分程度で急

激に原水濃度は低下するが、それ以降その傾きは緩やかになることが特徴的である。ケースＢ２でみると、

曝気開始から 10 分程度で排水基準以下となるが、その後環境基準をクリアするのに 20 分超の時間を要して

いることがグラフから読み取れる。今回の実験データより、特殊曝気ノズルを用いたＶＯＣ浄化の濃度低下

は、指数関数によってその傾向を近似することができると考えられる。 

                           表－３ 実験結果と考察 

３．考察及びまとめ 

 実験結果のまとめを表－３に示す。 

  今回実施した実験により、特殊

曝気ノズルの曝気性能が非常に高い

ことが明らかとなった。 

 実現場では、原水濃度の不均一や

性状のばらつきなどが想定されるため、どのＶＯＣでも一定の曝気効果を得ることが必要である。今後は、

実験データをもとに特殊曝気ノズルを用いたＶＯＣ浄化装置の実用化に向けて取組んでいきたい。 
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実験結果及びデータ比較 実験結果の活用

・濃度低下：両タイプとも同じ傾向であった。
・除去率：４回相当のデータ比較ではタイプＡ
　がタイプＢより7％程度高い。したがって、
　ノズル性能及び処理効果はタイプＡがタイプ
　Ｂに比べてより高い結果となった。

⇒

・実用機設計の基礎データとなる。
・単位時間当たり、大容量を処理したい場合
　は、タイプＢのような大口径ノズルの方が
　実用向きである。（目詰まりやメンテナン
　スの低減）

・濃度低下と処理時間の関係が確認できた。
　（図－５） ⇒

・原水濃度に対する処理時間（曝気回数）を
　決める上で一つの目安となる。
　処理コスト、装置構成の算定データとして
　利用できる。
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